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会津若松市（旧堂島村）におけるモニタリング検査前の

小豆の出荷について

会津若松市（旧堂島村）において、放射性物質のモニタリング検査で出荷の可否を判断

する前に小豆が消費者に販売されていたという事案が発生しました。

県は、当該小豆を販売したＪＡあいづファーマーズマーケット「まんま～じゃ」（以下、

「まんま～じゃ」という。）に対して、当該小豆の全量を回収するよう要請しました。

記

１ 経緯

(1) 県は、１１月１８日に開催した緊急対策会議において、関係者に改めて緊急時モニ

タリング検査前の豆類の荷受をしないよう徹底を図るとともに、県農林事務所による

モニタリング検査結果の周知と出荷状況の確認を毎週実施することとしました。

その一環として、本日、県会津農林事務所が実施した巡回指導において、「まんま

～じゃ」が県が行う放射性物質のモニタリング検査前に当該地域で生産された小豆が

消費者に販売された事実を把握しました。

(2) 「まんま～じゃ」では、生産者１名が持ち込んだ小豆300g入り小袋で合計１７袋を

荷受し、そのうち８袋が消費者に販売されていました。

(3) 県は、「まんま～じゃ」に対し、当該小豆を売り場から撤去するとともに、消費者

に販売した商品を自主回収するよう要請しました。

(4) 「まんま～じゃ」の店頭に陳列されていた当該小豆の放射性物質検査を農業総合セ

ンターのゲルマニウム半導体検出器で実施したところ、放射性セシウムは検出されま

せんでした。

(5) 「まんま～じゃ」では、店内に当該豆類の回収を行う旨の掲示を行い、自主回収し

ています。

２ 事案発生の原因

「まんま～じゃ」では、同店舗で発生したモニタリング検査前に当該地域で生産され

た豆類を消費者に販売した事案（１１月１６日公表）と１１月１８日に県が開催した緊

急対策会議を受けて、①荷受時に穀類の出荷が可能である地区であるか確認する、②開

店前の陳列時に再度確認することとしていましたが、臨時職員及びパート職員への周知

が徹底していなかったとしています。



３ 今後の対応

(1) 消費者に販売済みの未回収の小豆について、「まんま～じゃ」と連携し回収を進め

ます。

(2) モニタリング検査で出荷の可否を判断する前の地域の穀類については、生産者から

荷受けすることがないよう、卸売市場の流通業者やＪＡ・直売所等に対して改めて周

知徹底を図るために、県農林事務所が直売所等ごとに従業員への研修会を開催するな

ど指導を強化します。

４ 当該豆類の回収に係る情報提供のお願い

県は、放射性物質検査前の地域の小豆が検査前に消費者に販売された事案を受け、関

係者と連携し、当該小豆の自主回収に取り組んでいます。

「まんま～じゃ」から会津若松市（旧堂島村）産の小豆を購入された方は、下記まで

お申し出ください。

【連絡先】ＪＡあいづファーマーズマーケット「まんま～じゃ」

（電話番号：０２４２－２４－０８３１）

＜問い合わせ先＞

福島県農林水産部水田畑作課 松浦

電話：024-521-7359 内線：3201


